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□各部の説明 

1. 電源入力ケーブル(別途) 
2.   電源出力ケーブル(付属品) 
3. DMX出力ケーブル(付属品) 
4. ファンクションボタン 
5. 数値減/項目送りボタン 
6. 数値増/項目送りボタン 
7. 決定ボタン 

⑥ ⑤ 

本製品は、Gantom DMX灯体ならびにDarkBox DMXマイクロ のスタートアドレス設定 
用ツールです。 
224chまでのDMX出力値(0-255)を任意に設定して保持する事が出来る為、1シーンの固 
定再生機としての使用も可能です。 

① 

② ③ 

④ ⑦ 

Gantom DMX灯体 / DMXマイクロ設定向け 

□本製品ご使用上の注意事項 
 
 1. 本製品は屋内専用器具です。屋外設置にあっては必ず防雨型収納ボックスなどをご準備下さい。 
   2. 本製品の電流・電圧などの電気仕様に基づいて施工を行ってください。 
 3. 本製品の改造・分解はしないでください。 
    
   天災ならびに施工上・ご使用上においてのお客様の過失については製品保証の対象外となります。 
 



①P-1 DMXアドレス設定① 
 
 「○」を押しながら「-」「＋」を押して「P-1」表示に合わせます。 
 「○」を離すと3ケタのDMXアドレスが表示されます。(工場出荷時は001) 
 「-」「+」でお好みのDMXアドレスに合わせて「×」を押します。 
  にアドレス設定が灯体に書き込まれます。 

②P-2 DMXアドレス設定② 
 
  ※「Precition DMX」に限定した機能です。＜本取説では省略します＞ 
 

③P-3 固定再生設定 
 
  1-224chまでのDMX値を任意に設定する事が可能です。 
  Gantom製品以外のDMX灯体などにも応用が可能です。 
 「+」「-」ボタンで変更したいDMXchに合わせて「×」を押します。 
 「+」「ｰ」ボタンで0-255のお好みのDMX値に変更して「×」で決定します。 
  他のDMXchも同様に変更してお好みの状態(シーン)を作ります。 
  この状態で電源を切って再度投入すると、そのまま保持していますので、 
  1シーンに限った固定再生機として本製品を併設するという使い方も可能です。 
 

④自動再生(オートプレイ) 
 
  ※「Precition DMX」に限定した機能です。＜本取説では省略します＞ 
 

⑤P-5 DMXテスト 
 
  DMX信号が正常にGantom灯体に伝わっているかDMX信号を出力するテストモードです。 
  ※ ＜通常は特に必要のない機能の為本取説では省略します＞ 

⑥P-6 オートテスト再生  
 
  ※「Precition DMX」に限定した機能です。＜本取説では省略します＞ 
 

□設定作業前の準備(機器の接続) 
 
  1.①の電源を接続します。5.1mmDCジャック付のDC12VACアダプター、もしくはGantom灯体に 
    付属されている電源入力用の変換コネクターを使用して、市販のDC12Vスイッチング電源を接続 
    して下さい。 
 
    2.②の電源出力ケーブルを本製品と灯体(またはDMXマイクロ)で接続して下さい。 
 
  3.③のDMX出力ケーブルを本製品と灯体(またはDMXマイクロ)で接続して下さい。 


